
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「４３２名のヒーローたちへ、毎日応援しています!!『今日のヒーロー』より」  

【お話朝会（オンライン）より】皆さん、おはようございます。校長先生は、南小の自慢をいくつももっています。もちろん、自 

慢は皆さんのこと。まずは「南っ子たちは、素直で優しく、思いやりの心をもってお友達に接することができる」ことです。 

それに、「係や当番、掃除、委員会の仕事も、本当に一生懸命に取り組める」ことや「学年、学校の行事でも一致団結し 

て協力することができる」ことも自慢です。他にもあります。実は毎年、図書室の本の貸出冊数が増えています。昨年度は、 

過去最高の一人平均８５冊です。「お話の部屋」の本等を入れるともっと冊数は多いですね。これには校長先生も驚きました。 

今年度も、沢山の本を借りている姿や、図書室でマナーを守って読書や調べもの学習をしている姿が沢山見られて嬉しいです。 

「南っ子は読書が大好き」ということも自慢の一つです。さて、今日は、□□ □□ 先生にあるお話を読んでいただきます。タイト 

ルは『今日のヒーロー』（家庭用「彩の国の道徳」より）です。しっかり聴いてくださいね。それでは□□先生、お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、いかがでしたか。お話に出てきたまゆみさんや洋子さんのように、南小にもヒーローは沢山いますよね。皆さんのクラスの

「今日のヒーロー」は誰ですか。しっかりとお友達のよいところを、これからも沢山見つけてくださいね。そして、今、お話をしっ

かり聴いてくれている「あなた」。「あなた」にも沢山よいところがあります。先生が言っていましたね。「人はだれでも必ずいいと

ころがありますよ。皆さん、自分のよいところを見つけてみてくださいね」。校長先生は、こんなことを考えました。「１人が必ず１

つよいことをすると、４３２名の南っ子がいますから、４３２のよいことが起きます。１人２回よいことをすると８６４のよいことが。では、

１人３回、４回よいことをすると・・・。この南小はもの凄いことになりますね！」。 １年生の皆さん、ちょっと難しいですが後で考えてみ

てください。南小では皆さんが主人公。南っ子一人一人が、みんなヒーローです！ 自分に自信をもって、恥ずかしがらず

によいことだと思ったことはどんどん行っていきましょう。頑張る皆さんを、先生たちや家の人たち全員でいつも応援していますよ。 

 

【学校教育目標】 
○やさしく  （徳） 

○かしこく  （知） 

○たくましく （体）  
 

 令和５年６月１４日  
第１３号  文責  鈴木  博貴 

学校経営方針 「明るく 元気に 爽やかに すべての対応を親身になって丁寧に」  



  

   

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 『南小・家庭と連携した道徳教育の推進』  
南小では、「道徳教育」も教育の重点として大切にしていま

す。昨年度より道徳教育推進教師が中心となり、学校全体で

道徳の教材を児童とともに保護者の皆様にも読んでいただ

き、親子で一緒に感想や自分の考えを出し合い、話し合うとと

もに、感想を全家庭で共有する『心をつなぐ』道徳の取組を

始めました。道徳の教科書を活用し、親子で一緒に考えを深

めることは子供たちの『豊かな人間性』を育むことや親子のふ

れあいにも有効です。今年度も、是非ご協力をお願いします。 

 今こそ、家庭用『彩の国の道徳』を！  

人はだれもが素晴らしい人生を送りたいと願っています。自分

が人間としてどのように生きるべきかを考えることは、とても大切

なことです。学校では、教育活動全体を通した道徳教育はもちろ

んですが、週に１回、「特別の教科 道徳」の授業があります。

お話朝会でも活用した家庭用『彩の国の道徳』は、そんな「特別

の教科 道徳」で扱う埼玉県独自の教材の中から、保護者の皆

様にも読んでいただき、お子さんとの話題にしていただきたい教

材を集めたものです。掲載された教材を通して、お子さんと感じた

ことを話し合ってみてはいかがでしょうか。そして、この家庭用『彩の

国の道徳』を日々の子育てに活用していただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊家庭用『彩の国の道徳』は、県教委ＨＰからもダウンロードできます。  

 

 この時期の南小の風物詩。朝の登校後の始業前や休み
時間に、一斉に元気よく、１年生はアサガオ、２年生はミニトマ

ト、３年生はホウセンカやマリーゴールドに一生懸命水やりをす

る姿。「校長先生、見て、見て！」。「校長先生、私のも！」。

日々、成長している様子を誇らしげに見せてくれる子供たち。

花壇ボランティアの皆さんは、どうしたら花が美しく咲くかを考え

ながら、それぞれの花に合わせて剪定や土壌の状態まで気

配りをし、作業してくださっているのを改めて知った。頭が下が

る。『花よりも花を咲かせる土になれ』。かつてメジャーリーグで

も活躍した松井 秀樹 選手の母校、星稜高校の山下 智成 

元監督の言葉。かけがえのない子供たちの健全育成のため

に必要な、大人たちが為すべき大切な姿勢を重ね合わせる。 

 【夢道場・南小『ほっとニュース』】  

１年生が生活科で、自分た 

ちの南小学校を探検しました。 

前回は２年生に案内をしてもら 

っての探検でしたが、今回は１ 

年生だけのグループ探検。事 

前に質問を用意し、各場所で 

しっかりとインタビュー。様々な特別教室や施設を仲間と協

力しながら目を輝かせて探検する姿が見られました。また、

職員室や保健室の入室の仕方や、学校には教師の他に

も様々な職員が働いていることも知ることができました。 

水泳学習が６月から始まる 

にあたり、南小の高学年リーダ 

ー５・６年生が、プール清掃を 

行いました。泥やコケ、落ち葉 

が溜まったプールを、時間をか 

けて丁寧に隅々まできれいにし 

ようと一生懸命に取り組む姿に 

頼もしさを感じました。これで、 

全学年が気持ちよくプールで 

水泳学習ができます。５・６年 

生の皆、本当にありがとう！ 

今年度も、水泳指導を前に、 

教職員全員で『心肺蘇生法・ 

ＡＥＤ活用研修会』を実施し 

ました。水泳指導中の事故を想 

定し、グループごとに対応策を協 

議し発表し合うとともに、実際に心肺蘇 

生法・ＡＥＤ使用の演習を行いました。 

また、エピペンの使用方法など食物ア 

レルギー等によるアナフィラキシー症 

状の対応方法を全員で確認しました。 


